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平
成
21
年
11
月
５
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

一　

下
水
道
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
末
の
、
公
共
下
水
道
、
集
落
排
水
、
合
併
浄
化
槽
を
合
わ
せ
た

整
備
状
況
は
、
下
水
道
が
使
用
可
能
な
人
口
の
割
合
を
示
す
普
及
率
が
74
・
３

％
で
、
県
平
均
の
78
・
４
％
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
も
の
の
県
内
31
市
町
村
中
24

位
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
人
の
割
合
を
表
す
水
洗

化
率
に
つ
い
て
は
、
60
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

21
年
度
、
公
共
下
水
道
は
水
原
地
区
で
は
市
街
地
周
辺
部
の
整
備
拡
大
と
堀

越
地
区
へ
の
延
伸
、
京
ヶ
瀬
地
区
は
前
山
地
区
の
幹
線
延
伸
・
面
整
備
と
曽
郷

地
区
の
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
、
笹
神
地
区
で
は
神
山
地
区
の
面
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
予
算
額
は
約
10
億
６
千
７
百
万
円
で
、お
よ
そ
１
，

０
５
０
人
の
新
規
供
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
地
区
ご
と
の
均
衡
あ
る
整
備
促

進
と
、
接
続
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

集
落
排
水
事
業
で
は
、
本
年
度
予
算
額
約
４
億
６
千
万
円
で
、
平
成
17
年
度

か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
分
田
地
区
も
本
年
度
末
で
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

終
え
、
処
理
区
内
２
，
８
８
０
人
、
６
７
４
戸
が
供
用
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
、

農
業
用
排
水
の
水
質
保
全
や
生
活
環
境
の
改
善
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
総
事
業
費
は
２
，３
５
８
百
万
円
で
、総
延
長
24
・
２
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二　

林
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

広
域
基
幹
林
道
五
頭
山
麓
南
線
は
、
森
林
の
多
目
的
機
能
が
期
待
さ
れ
る
広

域
な
森
林
地
域
の
骨
格
的
林
道
と
し
て
、
既
設
の
林
道
と
の
連
絡
に
よ
り
地
域

路
網
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
五
頭
連
峰
の
南
西
山
麓

を
南
北
に
縦
断
す
る
線
形
で
、
草
水
か
ら
大
室
ま
で
の
約
14
・
８
㎞
を
幅
員
４

ｍ
の
１
級
自
動
車
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
簡
易
舗
装
で
開
設
す
る
も
の
で
、
総
事
業

費
は
４
，
２
５
５
百
万
円
、
開
設
単
価
は
１
ｍ
あ
た
り
２
８
７
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
全
体
で
50
％
で
、
本
年
度
は
、
安
田
工
区
で

２
４
３
ｍ
、
水
原
工
区
で
２
９
８
ｍ
、
笹
神
工
区
で
２
２
０
ｍ
の
開
設
が
計
画

さ
れ
、
水
原
工
区
と
笹
神
工
区
は
連
絡
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
田

工
区
で
は
、
平
成
22
年
度
以
降
開
設
延
長
で
６
，
６
０
７
ｍ
の
残
事

業
と
な
り
ま
す
が
、
当
面
は
既
設
上
山
林
道
と
連
絡
さ
せ
る
事
を
目

標
と
し
て
、
残
り
の
６
，
１
１
０
ｍ
に
つ
い
て
は
凍
結
し
時
間
を
か

け
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
の
平
成
７
年
全
体
計
画
調
査
か

ら
、
数
々
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
進
め
ら
れ

て
き
た
広
域
基
幹
林
道
五
頭
山
麓
南
線
で

す
が
、
現
地
調
査
に
お
い
て
も
切
土
箇
所

の
崩
落
や
工
事
用
重
機
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
損
傷
が
散

見
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
活
用
方

策
、
維
持
管
理
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
充

分
な
検
討
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
し

た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
３
月
定
例
会
ま
で
）

⑴　

観
光
振
興
施
策
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

⑵　

生
産
調
整
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

産業建設常任委員会

先
進
地
行
政
視
察
報
告

視
察
期
日　

平
成
21
年
11
月
19
日
㈭

視
察
場
所　

富
山
県 

南
砺
市
役
所 

議
会
事
務
局

研
修
事
項　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て

　

南
砺
市
は
、
富
山
県
の
南
西
に
位
置
し
、
人
口
は
５
８
，
０
０
０
人
、
面
積

は
６
６
９
㎡
、
平
成
16
年
11
月
に
８
つ
の
町
村
が
合
併
し
た
。
面
積
の
約
８
割

が
白
山
国
立
公
園
等
を
含
む
森
林
で
あ
り
、
北
部
の
平
野
部
は
、
水
田
地
帯
の

中
に
美
し
い
「
散
居
村
」
の
風
景
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
市
で
あ
る
。

　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
は
、合
併
直
後
の
平
成
17
年
１
月
に
創
刊
号
を
発
行
し
、

定
例
会
毎
年
４
回
、
現
在
20
号
を
数
え
る
。

　

創
刊
号
の
発
行
か
ら
議
員
が
主
体
と
な
り
、
原
稿
作
成
、
写
真
撮
影
、
校
正

等
の
編
集
を
行
な
い
、
常
に
研
究
を
重
ね
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

　

合
併
後
、
直
ち
に
議
会
だ
よ
り
を
発
行
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
開
か
れ

た
議
会
を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
あ
た
り
ま
え
と
考
え
、
新
市
と
し
て

す
ぐ
に
発
行
し
た
。

　

南
砺
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
針
の
特
色
は
、

・
平
易
な
用
字
用
語
を
用
い
、
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
紙
面
の
工
夫
に
心

　

が
け
、
見
出
し
だ
け
で
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
「
～
に
つ
い
て
」
と
い
う
見

　

出
し
は
極
力
避
け
て
い
る
。
表
記
や
字
句
に
つ
い
て
は
、「
記
者
ハ
ン
ド
ブ

　

ッ
ク
新
聞
用
字
用
語
集
」
を
用
い
て
統
一
し
た
ル
ー
ル
で
編
集
し
、
新
聞
記

　

者
を
招
き
評
価
し
て
も
ら
う
勉
強
会
も
行
っ
て
い
る
。

・
議
会
で
の
出
来
事
を
「
公
平
」「
中
立
」
な
立
場
で
市
民
に
知
ら
せ
る
よ
う
、

　

編
集
に
気
を
配
っ
て
い
る
。

・
原
稿
は
委
員
が
分
担
執
筆
し
、
写
真
は
委
員
自
ら
撮
影
す
る
。
写

　

真
撮
り
等
取
材
の
中
で
市
民
と
接
触
で
き
、
議
会
活
動
に
理
解
を

　

得
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。　

　

ま
た
、
新
人
議
員
が
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
そ
の

　

も
の
の
勉
強
が
で
き
、新
し
い
感
覚
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
配
り
、
市
民
が
い
か
に

目
に
と
め
、
手
に
取
り
、
読
ん
で
も
ら
う
か
を
考
え
て
い
る
。

　

紙
面
は
、
全
体
的
に
統
一
性
が
あ
り
、
す
っ
き
り
し
非
常
に
見
や

す
い
。
タ
イ
ト
ル
、
文
章
等
も
簡
潔
で
余
白
や
遊
び
の
部
分
を
取
り

入
れ
、
表
紙
の
写
真
の
季
節
感
、
記
事
に
は
写
真
を
多
用
し
内
容
が

よ
く
伝
わ
り
説
得
力
を
感
じ
た
。

　

こ
の
研
修
で
得
た
多
く

の
学
ぶ
べ
き
点
を
基
に
、
当

委
員
会
と
し
て
も
積
極
的

に
改
善
を
加
え
、
よ
り
わ
か

り
や
す
く
読
み
や
す
い
紙

面
、
ま
た
、
一
方
的
な
情
報

発
信
に
と
ど
め
ず
、
市
民
の

意
見
を
吸
い
上
げ
る
紙
面
、

相
互
に
意
見
交
換
が
で
き

る
紙
面
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

常任委員会・閉会中の事務調査

　

阿
賀
北
の
四
市
議
会
（
新
発
田
市
、
村
上
市
、
胎
内
市
、
阿
賀
野
市
）
は
、

毎
年
協
議
会
と
議
員
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
11
月
16
日
に
阿
賀
野
市

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

四
市
正
副
議
長
に
よ
る
協
議
会
で
は
、
阿
賀
北
地
域
の
振
興
の
た
め
の
共
通

課
題
で
あ
る
「
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備
促
進
」、「
羽
越
本
線
の
高

速
化
推
進
と
白
新
線
整
備
促
進
」
を
県
市
議
会
議
長
会
に
提
出
し
、
そ
の
実
現

の
た
め
要
望
し
て
い
く
こ
と
を
協
議
し
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、新
潟
県
産
業
労
働
観
光
部 

新
産
業
企
画
監 

河
合
雅
樹
氏
か
ら
「
阿

賀
北
四
市
の
新
産
業
の
可
能
性
と
手
法
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
師
の
河
合
企
画
監
は
、
平
成
17
年
新
潟
県
が
公
募
し
た
民
間
か
ら
の
人
材

登
用
に
よ
り
就
任
さ
れ
、
産
業
政
策
の
重
点
戦
略
と
し
て
健
康
・
福
祉
・
医
療

を
新
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
す
え
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
連
峰
構
想
な
ど
の
策
定
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
の
知
識
と
経
験
を
活
か
さ
れ
新
潟
県
の
産
業
振
興
に
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
健
康
と
長
寿
、
食
、
低
炭
素
社
会
の
観
点
か
ら
の
新
産

業
の
可
能
性
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み
、
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
事
例
や
成
功

例
、「
天
地
人
」「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
の
観
光
へ
の
影
響
な
ど
分
か
り
や
す

く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

健
康
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
健
康
・
福
祉
・
医
療
と
い
う
、
個
人
・
社
会
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
人
口
減
少
に
あ
っ
て
も
、
今
後
市
場
規
模
が
拡

大
し
て
い
く
こ
と
。

　

健
康
ニ
ー
ズ
は
裾
野
が
広
く
、
幅
広
い
業
態
か
ら
参
入
が
可
能
で
あ
り
、
農

林
水
産
業
、
観
光
産
業
、
食
品
産
業
、
機
械
工
業
や
自
然
資
源
な
ど
、
新
潟
県

の
豊
富
な
資
源
を
活
用
で
き
る
こ
と
。

　

実
際
こ
の
観
点
か
ら
異
業
種
、
大
学
等
と
連
携
し
て
新
た
に
生
ま
れ
た
「
も

の
づ
く
り
型
」「
食
品
型
」「
サ
ー
ビ
ス
型
」「
健
康
ツ
ア
ー
型
」
な
ど
の
具
体

的
な
事
例
は
、
参
加
者
を
う
な
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
議
員
は
、
地
元
の
産
業
振
興
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
聞
き
メ
モ
を
と
り
、
盛
ん
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

阿
賀
北
四
市
議
会
議
員

合
同
研
修
会
を
開
催

議会だより編集特別委員会


